
鳥取大学修学支援事業基金 令和５年度事業報告 

 
令和６年５月８日 

教育支援・国際交流推進機構運営委員会 
 
１．学生支援の状況 
 

 事業名 事業計画 給付額 内訳 給付年月日 

a 授業料等減免事業 446,500 円 446,500 円 
178,600 円×1名 

267,900 円×1名 

令和 5年 6月 22 日 

令和 5年 12 月 18 日 

b 奨学金事業 9,900,000 円 9,870,000 円 @3 万円×329 名 令和 5年 9月 25 日 

c 留学支援事業 0 円 0 円   

d ＴＡ、ＲＡ事業 0 円 0 円   

合計 10,346,500 円 10,316,500 円   

 

① 令和５年度の事業予算は、事業計画立案時の寄附状況等を勘案し、9,900,000 円としました。 

② 鳥取大学では、これまで様々な学生の経済的支援に取り組んできましたが、そのうち給付型奨学金

の支援額を拡充するため、予算の全額を充てることとしました。 

③ この奨学金では、例年実施している給付型奨学金事業「とりりん奨学金」50 名に、臨時増額分 

280 名を加えた 330 名を対象として、学生１名につき３万円を給付することとしました。 

④ 対象は学部生とし、当初の計画では、日本学生支援機構の給付奨学生のうち、成績上位 50 名、第一

種貸与奨学生のうち、成績上位 280 名とし、学部等を不問として選考する予定でしたが、成績が同

じものがおりましたので、通常分を 47名、臨時増額分を 282 名として、選考を行いました。 

⑤ 令和 5 年度入試ミスにより新規合格となり入学を希望した者は、令和 5 年 6 月から科目等履修生と

して履修後、令和 5年 10月から正規学生として入学することとなり、非正規学生である科目等履修

生の授業料減免が規定されていないため、正規学生の減免制度（修学支援新制度）に準じて、授業

料減免を 2名に対して実施しました。 

 

 

 


